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NPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ（ACF）は、東京都府中市を中心とした、ア
ートに関わる人々やアートファンのネットワークです。

府中は、大國魂神社やけやき並木を中心に広がる住宅地を縫うように畑や緑地が点在するのどか
なまち。北部には武蔵野の森が広がり、南部には多摩川が流れています。自然豊かで歴史が深い
この府中を、「誰もが表現できるまちにする」というビジョンを掲げて2018年に法人化したア
ーティスト・コレクティヴ・フチュウは、様々なプロジェクトを通してアートと地域を結ぶ試み
を続けています。

わたしたちは2019年から2023年度まで、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東
京による「アートポイント計画」という共催事業を実施し、「府中をおもしろいまちにする」こ
とを目標に掲げ、アートと地域の懸け橋となるネットワークづくりや仕組みづくりに挑戦してき
ました。

2023年度でアーツカウンシル東京との共催事業が終了し、2024年度は府中市・東京都・企業と
の連携を通じて、展示やワークショップなど多様な活動を展開しました。また、6年ぶりに開催
した「THE ART FUCHU 2024」では、府中市全域を舞台に暮らしとアートが交差する表現の場
をつくり、多くの方と新たなつながりを築くことができました。

2025年度は、「THE ART FUCHU 2026」の準備年としての活動や、「ラッコルタ -創造素材
ラボ-」のアーティスト招聘プログラムを実施しました。それに加え、介護付有料老人ホームを
運営する株式会社チャーム・ケア・コーポレーションと連携したアートプロジェクトや、府中
市・東京都との共同事業など、他組織とのコラボレーションをさらに推し進めています。こうし
た活動を通じて、地域とアートの関係性や、アートを介したコミュニケーションづくりについて
の知見を深め、2026年度へと繋げることができました。

今後も模索するプロセスを楽しみ、大切にしたい軸は保ちつつも、柔軟な姿勢で新しい提案を受
け入れていきながら、府中をさらに面白いまちにしていく活動を、地域のアーティストやアート
ファンの皆さんとともに進めていきたいと考えています。

団体概要
NPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ

https://acf-tokyo.com/

https://acf-tokyo.com/project/
https://acf-tokyo.com/


事業内容
ラッコルタ -創造素材ラボ- vol.4 力石咲「引力」

ワークショップ＋成果展
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チャーム・ケア × ACF
「未来の記憶」プロジェクト（第２期）

府中市平和都市宣言40周年記念事業

障がい者成人教室「あすなろ 学級」
工作教室・作品展示

2025年度　東京都・府中市芸術文化連携事業
「共生社会にふれて、みる」

キテキテ府中 × THE ART FUCHU
「FUCHU ART PARADE 2025」

かわら版「かみひこうき」

THE ART FUCHU 2026 -暮らしと表現の芸術祭-

拠点事業：LIGHT UP LOBBY GALLERY

ラジオ「おとのふね」・ACFメールマガジン
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地元企業に不要な部材を提供していただき、それらを表現のための”創造素材”として再活用する
仕組みである本事業は、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 による「芸術
文化による社会支援助成を受け、アートワークショップ「引力 -サトー洋裁教室銀河を手繰り寄
せてみる 」および成果展を実施した。
今回のラッコルタ アーティストワークショップでは、障がいのある方を含めた属性や年齢も多
様な参加者と巨大な隕石を共作。力石さんは、地球上に眠る残糸を資源として、糸を原子、糸を
編むことを結晶形成と捉え、彫刻やインスタレーションを制作するアーティスト。閉業したサト
ー洋裁教室の溢れる素材に銀河を見出し、何年もの間、府中の教室内部に堆積されてきた布を外
界へ引き出して、一緒に巨石を創ることを目指した。それぞれの歴史を持つ平らで柔らかな
「布」を使用して、硬く巨大な「石」をつくるという発想で仕上がった成果物は、同場所で展示
された。
アーツカウンシル東京の助成金「芸術文化による社会支援助成」を受けて実施。

【目的１：アートをきっかけに、障がい/年齢/属性を越えたコミュニケーションを促進する。】
募集時の言葉の表現、また、直前まで、出席者のキャンセルや、どんな障がいのある方が何人参
加されるか変動的だったため、制作への説明や作り方にアクセシビリティーの課題が残った。障
がいのある方々が参加しやすいような入念な準備や参加の促進、計画をしっかり行うことの大切
さを改めて学んだ。

【目的２：不要になったモノに、全く異なる価値を与える。】
限られた時間の中で制作した成果物を、アーティストが中心になって１つの巨大な隕石としての
作品に仕上げ、見応えのあるものとなった。不要になった布が、時間と空間を超えてつながり、
作品として価値転換することができた。

対象：    アートに関心がある地域住民、障がいのある地域住民
           （展示には府中市美術館 館長や学芸員、府中市の職員も来訪）
参加人数:：ワークショップ15名、展示110名
日程：
           　アートワークショップ： 2025年6月8日（日）14：00 − 16：00
           　展覧会： 2025年6月21日（土）〜 30日（月）10:00−18:00
スタッフ： 10名

ラッコルタ -創造素材ラボ-
「引力 -サトー洋裁教室銀河を手繰り寄せてみる 」
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【主な実施内容（2026年3月時点）】 
・「ラッコルタ -創造素材ラボ」：計6回
・8mmフィルム上映会「懐かしい昭和の映像」：計5回
・音楽プログラム「郷愁を誘う秋のうた」：計2回
・音楽プログラム「お昼のジャズカフェ～ジャズピアニストMOMOと巡るジャズの名曲と
民謡～」：計1回

【日程・場所】           
・8mmフィルム上映会：2025年11月25日（品川大井）、12月9日（豊洲）、
                   　　　　　　      1月27日（田園調布、2月10日（石神井台）、3月3日（池田山）
・ラッコルタ：2025年9月30日（花小金井）、11月4日（経堂）、
                       　    12月16日（光が丘）、2026年2月3日（新井薬師 弐番館）、
                　            3月5日（目白お留山）、3月17日（東葛西）
・音楽：2025年9月23日（狛江）、10月28日（清澄白河）、11月18日（清澄白河）

対象：   チャーム・ケア各ホーム入居者
参加人数:： 250名
スタッフ： 3名（当日スタッフ13名）

介護付有料老人ホームを運営する株式会社チャー
ム・ケア・コーポレーション（以下、チャーム・ケ
ア）と連携し、「未来の記憶」をテーマに、アート
を介したコミュニケーションの可能性を探るプロジ
ェクトを展開している。

2024年秋に開始した本取り組みは、2025年9月より
第二期（2026年6月まで）を迎え、超高齢のご入居
者の五感を刺激する多様なレクリエーションプログ
ラムを実施した。

チャーム・ケア × ACF
「未来の記憶」プロジェクト（第２期）
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【工作の日】
2025年9月14日　会場：府中生涯学習センター3F研修室

【作品展示】
・2025年度府中市生涯学習フェスティバル　
　　　　　　2025年10月7日(火)〜13日(祝) 　会場：府中市生涯学習センター
・第17回WaiWaiフェスティバル　
　　　　　　2025年12月13日(土)~14日(日)　会場：市民活動センタープラッツ・他

対象者：   「あすなろ学級」学級生およびボランティアスタッフ
参加者：   学級生35名、あすなろスタッフ10名、府中市事務局３名、
                                           　　展示は２つの事業合わせて約2000人
スタッフ：   5名

障がい者成人教室「あすなろ学級」は、軽度の知的障がいのある成人が、地域でより有意義な生
活をするために、余暇を充実させる活動として府中市が長年行っている事業。昨年度に引き続
き、全体活動(工作教室)を「ラッコルタ-創造素材ラボ-」が実施した。

テーマは「わたしのへや」
透明ボックスの中にそれぞれが心地よいと感じる「へや」を創造素材を使用して作る。透明であ
ることを生かした部屋や反対に全く中が見えない部屋など一人ひとりの個性が際立った「へや」
が創作された。

生涯学習フェスティバルやWaiWaiフェスティバルでの作品展示では、透明なボックスの中に作
られた一人ひとりの「へや」が並んだり、積み重なって「まち」ができることで、多様性やプラ
イバシーの共有などを観る人に問いかける展示となった。

ラッコルタ -創造素材ラボ-
「 障がい者成人教室「あすなろ 学級」
　工作教室・作品展示
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・期間：        2026年1月〜3月
・場所：        府中市
・対象者：   全ての府中市民
・受益者：   約500人
・スタッフ：   7名

Youtube 動画URL
https://www.youtube.com/watch?v=pQwWXVW6iW8

府中市市民協働推進部多様性社会推進課の「市民協働・共創促進事業」として、平和都市宣言
40周年記念啓発事業を実施し、以下の制作および情報発信を行った。 本事業を通じて、アート
を通した社会的メッセージを発信する団体としての新たな可能性を開拓した。

【主な実施内容】
ロゴマークの制作：府中市の輪郭をモチーフにデザイン。手を広げた人の姿にも見える形状
を、市民一人ひとりの平和への想いや考えを書き入れる「余白」として表現した。
キャッチコピーの制作 ：「このまちには平和が住んでいる」を考案した。
啓発動画の制作： 市民から集めた「平和」のイメージや言葉を用いた動画を計3本制作し
た。

　　（YouTube配信用：2分30秒、市役所サイネージ用：1分、くるるビジョン用：15秒）
ロゴを印刷したフリップにその人が思う平和を表現してもらうヒアリング企画を実施
オリジナル缶バッジ制作ワークショップを実施

府中市平和都市宣言40周年記念事業
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府中市が東京都およびアーツカウンシル東京と連携して取り組む文化事業において、令和6年度
の「共生社会を聞いて、みる」に引き続き、ACFが企画協力を実施した。

【主な実施内容】
前年度から取り組む「共生社会」をテーマとした事業として、府中市・文化生涯学習課と協
働し事業の転換を検討する。
東京都美術館 「生きるためのDIY展 」にて久村卓氏の展示を視察した。（7/18）
プロジェクト名を「共生社会にふれて、みる」と題し、ワークショップを企画。美術家・彫
刻家の久村卓氏を迎え、誰もが楽しめるインクルーシブな文化体験ワークショップ『織物
BAR in FUCHU』を開催した。
ジムジム会にて、事業発表および織物BAR体験を行った。ホスト開催し、拠点に多くの関連
団体・関係者が集まった。（9/10） 
手話劇祭 in 府中 を観覧視察した。市内のインクルーシブな芸術表現を体験した。（9/28）
第２回ジムジム会に出席した。東京アートポイント計画の締めくくりの会として過去の共催
団体として参加した。（2/16）               
冊子『連携事業をやって、みた「織物BAR in FUCHU」ができるまで』

　プロジェクトの2年間にわたる軌跡を記録し、今後の連携事業へと活かすため、
　アーカイブ冊子を制作した。

『織物BAR in FUCHU』】
第1回　2025年9月4日（木）、6日（土）
第2回　2025年10月24日（金）、25日（土）

【アウトリーチ活動・イベント出展】
・ジムジム会 ホスト開催：2025年9月10日（水）
・ワークショップ開催「FUCHU ART PARADE 2025」内：2025年10月12日（日）
・場所：                         LIGHT UP LOBBY GALLERY および 府中駅前けやき並木通り
・対象者：   アートに関心がある地域住民、府中市に住む聴覚障がい者、関係団体
・参加者：   WS参加総数　約300名　発行部数　2500部
・従事者：   5名

 2025年度　東京都・府中市芸術文化連携事業
「共生社会にふれて、みる」
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・日時：2025年10月12日(日) 11時～16時
・場所：府中駅前けやき並木通り
・対象者：全ての府中市民、アートに関心がある地域住民
・参加者：約3200人
・スタッフ：10名

府中市および株式会社まちづくり府中が共催するイベント「キテキテ府中」内において、けやき
並木通りという人通りの多い立地を活かし、「アートに触れるきっかけづくり」を目的とした
『FUCHU ART PARADE』を企画・運営した。

2025年度は「ピクニックシアター」をテーマとした。会場ではピクニックシートに座って飲食
を楽しみながら、パントマイムやダンス、即興演劇などをのんびりと鑑賞する来場者の姿も見ら
れ、劇場とは異なる開かれた観覧体験を提供した。また、アートテントエリアでは、アート作品
の展示・販売やワークショップなど、計20店舗の出展が実現した。

本年度は、よりアート要素を充実させたプログラムを構成したことで、来場者がゆったりとくつ
ろぎながらも、アートを存分に楽しめる場と空間を創出できた。

キテキテ府中 × THE ART FUCHU

「FUCHU ART PARADE 2025」
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実行委員スタッフ：１１人

Instagram:
https://www.instagram.com/theartfuchu/

2025年度はTHE ART FUCHU 2026開催に向けての準備期間となった。参加希望者に向
けての説明会を4回開催し、参加エントリーは目標としていた60組に達した。またアー
ツカウンシル東京の地域文化活動応援助成に申請し、採択された。

THE ART FUCHU 2026 -暮らしと表現の芸術祭-
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特集は2025年2月に開催された「ラッコルタ -創造素材ラボ-」ワークショップのレポー
ト「私のお気に入り 〜みる・ふれる・おもう・記憶と対話〜」を掲載。

プロジェクト紹介では、同じく2月に行われた、福祉現場における「文化的取り組み」を
テーマにした勉強会を取り上げた。

「共生社会」について考えるコラムも掲載し、福祉と共生社会に焦点を当てた特集号と
なった。
2500部発行。スタッフ３名。

かわら版「かみひこうき」
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今年度より、LIGHT UP LOBBYのコワーキングスペース管理およびACFの活動拠点とし
ての運営を開始した。夏まつりやクリスマスワークショップを開催したほか、自主企画
としてラッコルタ -創造素材ラボ- vol.4 力石咲「引力」ワークショップと成果展、子供向
けラッコルタワークショップ、織物バー、交流会、村山のりえ氏によるガラスペイント
などを実施した。また、シェアキッチン会員によるポップアップカフェを月1〜2回開催
し、地域交流の機会を創出した。

拠点事業　
LIGHT UP LOBBY GALLERY
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2019年10月から2024年8月まで、月1回ラジオフチューズで放送されていたラジオ番組
「Artist Collective Fuchu presents おとのふね」は、ポッドキャストでの配信も実施
しているが、今年度はこれまで配信されていなかったエピソードを追加し、全60回分を
すべて配信することとなった。

・全エピソードの再生数は420回
・男性30%、女性17%、ノンバイナリー10%、指定なし42%
・日本64％、アメリカ12％、ベトナム6％、ブラジル５％、ドイツ4%、そのほか（イギ
リス、リトアニア等）
・期間：       2025年4月〜2026年3月
・場所：       オンライン（Spotify, Apple Podcast）
・対象者：アートに関心のある地域住民、および番組聴取者

ラジオ番組
「Artist Collective Fuchu presents　おとのふね」
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メールマガジン「ACFメールニュース」
ACF主催のイベントやお知らせに加え、ACF会員の活動を告知するメールマガジンとし
て、月１回発行。Mail Chimpを使用した分析にも取り組んでいる。

配信日：
2025年：4/5、6/1、7/1、8/2、9/6、11/14、12/4
2026年：1/7、2/2、3/1

・対象者：地域の芸術文化活動に関心を持つ方々
・購読者：290人
・スタッフ：1名

https://open.spotify.com/show/1mQ0OAt6t6KhElcg4M05ao
https://acf-tokyo.com/


令和7年度 活動計算書
特定非営利活動法人 アーティスト・コレクティヴ・フチュウ (ACF)

科目 金額 小計 合計
【A】経常収益

1 受取会費 ¥138,000

正会員受取会費 ¥96,000

賛助会員受取会費 ¥42,000

2 受取寄附金 ¥263,153

受取寄附金 ¥263,153

施設等受入評価益

3 受取助成金等 ¥1,320,000

受取補助金 ¥1,320,000

4 事業収益 ¥11,499,270

事業収益 ¥11,499,270

5 その他の収益 ¥9,307

受取利息 ¥9,307

経常収益計 ¥13,229,730

【B】経常費用

1 事業費

(1)人件費 ¥464,800

報酬 ¥464,800

(2) その他経費 ¥742,924

会場費 134,849

舞台費 29,855

運営費 5,116,293

什器備品費 188,589

製作費 867,186

　　　　印刷製本費 314,772

　　　　旅費交通費 66,520

　　　　通信運搬費 ¥30,630
　　　　文芸費 ¥40,000
　　　　宣伝費 ¥501,530
　　　　記録費 ¥100,000
　　　　消耗品費 ¥39,700

事業費計 ¥7,894,724

2 管理費

（１）人件費 ¥200,000

報酬 ¥200,000

　　（2）そのほか経費 1,453,763

消耗品費 ¥990

事務費 ¥1,203,634

旅費交通費 ¥40,460

通信費 ¥102,714

雑費 ¥22,475

租税公課 ¥83,490

管理費計 ¥1,653,763

経常費用計 ¥9,548,487

当期経常増減額 [A] - [B] ① ¥3,681,243

　[C]計常外収益
固定資産売却益

過年度損益修正益

経常外収益計

[D] 経常外費用

固定資産売却損

災害損失

年度相益修正

経常外費用計 ¥0

当期経常外增減額 【C】-【D】②

税引前当期正味財産増減額 ①+② ¥3,681,243

法人税、住民税及び事業税④

前期繰越正味財産額⑤ ¥2,524,116

次期繰越正味財産額③-④+⑤ ¥6,205,359



     2018年度　財産目録2025年度　貸借対照表
特定非営利活動法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ（ACF）

科目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部

１　流動資産

現金預金 ########

棚卸資産 299,200 

流動資産合計　・・・① 6,504,559 

２　固定資産

（１）有形固定資産

車両運搬具

事業用車両 0 

什器備品 796,781 

（２）無形固定資産

ソフトウェア 35,268 

借地権 0 

（３）投資その他の資産

敷金 0 

長期貸付金 0 

固定資産合計　・・・② 832,049 

【Ａ】資　産　合　計　①＋② ########

【Ｂ－１】　負　債　の　部

１　事業費流動負債

未払金 0 

預り金 0 

流動負債合計　・・・③ 0 

２　固定負債

長期借入金 0 

退職給付引当金 0 

固定負債合計　・・・④ 0 

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 0 

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 ########



2025年度 財産目録
特定非営利活動法人 アーティスト・コレクティヴ・フチュウ (ACF)

科目 金額 小計 合計

【A】 資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金 0

多摩信用金庫普通預金 6,196,125

三菱UFJ銀行 9,234

棚卸資産

販売用寄附物品(フェットTシャツ原価900円×134) 120,600

販売用寄附物品(Tシャツ原価890円×54) 48,060

販売用寄附物品(Tシャツ原価950円×54) 51,300

販売用寄附物品(トート原価560円×64) 35,840

販売用寄附物品(トート原価700円×62) 43,400

流動資産合計① 6,504,559

2 固定資産

(1)有形固定資産

車両運搬具

　　事業用車両 0

什器備品

　　パソコン 97,740

　　バナースタンド 6,050

　　水平器 9,280

　　　　  非接触体温計 4,999

　　レコーダーリニア 15,000

　　iPad10.2 49,280

　　LG プロジェクタ 98,000

　　カメラ 78,429

　　プリンターエプソン 85,000

　　ラジオ機材一式 46,355

　　パソコンダイナブック 98,000

　　フォトプリンタ 21,400

　　人工芝 50,958

　　モニター 26,000

　　缶バッジメーカー 79,800

　　フォトプリンター 18,480

　　ポータブルスピーカー 12,010

(2)無形固定資産

ソフトウェア

　　https://fetetokyo.com/ 5,238

　　https://acf-tokyo.com/ 7,920

　　zoom 22,110

借地権 0

(3) 投資その他の資産

敷金 0

長期貸付金 0

固定資産合計② 832,049

【A】資産合計①+② 7,336,608

【B-1】負債の部

1 流動負債

未払金 0

預り金 0

流動負債合計 0

2 固定負債

長期借入金 0

退職給付引当金 0

固定負債合計 0

【B-1】負債合計 0

【B-2】正味財産合計【A】-【B-1】 7,336,608



NPO法人アーティスト・コレクティヴ・フチュウ（ACF）

　　設立年：2018年５月　　
　　住所：東京都府中市宮西町4-11-1信州屋ビル103
　　活動拠点：LIGHT UP LOBBY GALLERY
 　　　　　　（東京都府中市府中町１丁目1−１ ホテルケヤキゲート東京府中2階）
　　お問い合わせ： https://acf-tokyo.com/contact/  
　　公式ウェブサイト：https://acf-tokyo.com/  　　
　　Facebook: https://www.facebook.com/ArtistCollectiveFuchu

https://acf-tokyo.com/

理事

杉浦一志（理事長）
平田誠 
新井有佐 
田中麻子 
西郷美絵(西郷絵海) 
宮山香里  
佐藤翔子

監事

山中あゆみ(宮川亜弓） 
竹中裕晃 

会員数(2025年度):

正会員 12名
賛助会員 14名

https://acf-tokyo.com/
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